
 

【報告】 医学研究科先進移植再生医学講座 米山 徹

助教と医学部附属病院泌尿器科 畠山 真吾講師が、第

13 回小林がん学術振興会研究助成に採択されました 

 

 

このたび、医学研究科先進移植再生医学講座 米山 徹助教および医学部附属病院 泌尿器科 畠

山真吾 講師の両名が、公益財団法人 小林がん学術振興会の研究助成に採択されました。 

公益財団法人小林がん学術振興会は、がんの解明と薬物療法に関する先駆的学術研究並びに革

新的学術研究に対する助成及び表彰、がん治療分野における優れた社会活動に対する表彰及び最

新の学術情報の普及啓発を通じた人材育成活動に対する助成を行うことにより、当該分野の学術

および科学技術の振興を図り、がん治療成績の向上及び進展に寄与することを目的とし、大鵬薬

品工業株式会社からの寄付金により運営されています。 

2009 年 11 月 20 日には公益財団法人に認定され、2015 年 4 月 1 日には公益財団法人大阪癌研

究会と合併致しました。 

畠山真吾講師は、「腫瘍血管内皮細胞を標的としたがん特異的中性子捕捉療法の開発」というタ

イトルで 国内の研究者を対象としたがん薬物療法に関する先駆的治療法に対する研究助成（公益

事業 1）に採択され（本年度応募総数は、141 件）、米山徹助教は、「前立腺癌診断、悪性度評価に

有用な LacdiNAc糖鎖修飾 PSA の生合成機構の解明およびその糖鎖構造の前立腺癌環境における

分子生物学的機能に関する研究」というタイトルでがんに関する研究を行っている国内の研究者

を対象に、がんの予防及び診断と治療に関する基礎的研究に対する研究助成（公益目的事業 4）に

採択されました（本年度応募総数は、62 件）。 

 

医学研究科先進移植再生医学講座 助教  米山  徹 

医学部附属病院 泌尿器科    講師 畠山 真吾 

 

 

                            

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


